
２
０
２
４
年
元
旦
、
能
登
半

島
地
震
で
新
年
が
明
け
た
。

本
号
が
「
お
米
収
穫
・
続

編
」
と
し
て
真
野
川
上
流
か

ら
「
宗
夫
田
圃
」
へ
の
水
路

を
確
保
す
る
ご
苦
労
の
日
々

を
菅
野
宗
夫
さ
ん
に
語
っ
て

い
た
だ
こ
う
と
し
て
い
た
矢

先
の
出
来
事
だ
っ
た
。 

　
前
号
の
お
米
の
収
穫
に

向
け
て
の
日
々
（
写
真
１
）

に
先
立
ち
、
２
０
１
５

年
・
２
０
１
９
年
と
二
度

の
真
野
川
上
流
の
氾
濫
に

見
舞
わ
れ
て
い
た
（
写
真
２

と
３
）
。 

　
２
０
１
９
年
１
０
月
１

２
〜
１
３
日
、
超
大
型
の

台
風
１
９
号
が
日
本
列
島

を
襲
っ
た
。
真
野
川
上
流

の
氾
濫
で
土
石
流
が
宗
夫

田
圃
の
一
部
に
も
流
入
（
写

真
４
）
。
緊
急
の
対
応
を
終

え
た
１
０
月
２
０
日
に
再

生
の
会
宛
に
宗
夫
さ
ん
か

ら
メ
ー
ル
が
届
い

た
。 

「
こ
の
度
の
台
風
災
害
に

つ
い
て
は
大
変
ご
心
配
を

お
か
け
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
皆
さ
ん
方
遠
方
よ

り
駆
け
つ
け
て
、
災
害
に

あ
っ
た
稲
穂
の
刈
取
り
な

ど
の
作
業 

誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。 

全
体
の
収
穫
収
量
は
、
災

害
に
よ
り1

割
程
度
減
収
に

な
る
見
込

み
で
す
。 

自
然
の
恵

み
と
背
中

合
わ
せ
に

自
然
の
脅

威
が
あ
る

と
常
に
思
っ
て
ま
す
。 

自
然
の
生
態
系
で
生
き
て
い
く
私
た

ち
に
と
っ
て
は
、
や
は
り
農
学
は
そ

の
中
枢
で
あ
り
重
要
だ
と
思
っ
て
ま

す
。
（
後
略
）
」 

　
人
間
の
知
恵
に
よ
る
自
然

と
の
共
生
、
能
登
半
島
地
震

で
明
け
た
２
０
２
４
年
の
今

こ
そ
重
く
受
け
止
め
た
い
。 

（
写
真
１
は
菅
野
宗
夫
さ
ん
提
供
、

他
の
写
真
＆
文
責
・
若
林
一
平
）
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能
登
半
島
地
震
と 

「
珠
洲
原
発
」 

能
登
半
島
地
震
の
震
源
地
近
く
に

建
設
が
計
画
さ
れ
て
い
た
「
珠
洲

（
す
ず
）
原
発
」
。
建
設
予
定
地

だ
っ
た
石
川
県
珠
洲
市
高
屋
町

は
、
今
回
の
地
震
で
住
宅
の
大
半

が
壊
れ
、
陸
路
も
海
路
も
閉
ざ
さ

れ
て
孤
立
状
態
に
陥
っ
た
。
も
し

原
発
が
実
現
し
て
い
た
ら
、
重
大

事
故
が
起
き
て
住
民
の
避
難
が
よ

り
困
難
に
な
っ
た
可
能
性
も
あ
っ

た
。
建
設
を
阻
止
し
た
の
は
、
住

民
ら
の
長
年
に
わ
た
る
根
強
い
反

対
運
動
だ
っ
た
。
・
・
・
１
９
７

５
年
に
持
ち
上
が
っ
た
計
画
は
、

住
民
の
反
対
運
動
と
、
そ
れ
を
切

り
崩
す
電
力
会
社
側
と
の
２
８
年

に
及
ぶ
「
闘
争
」
の
末
、
２
０
０

３
年
１
２
月
に
凍
結
さ
れ
た
。

（
東
京
新
聞
・
２
０
２
４
年
１
月

２
３
日
付
夕
刊
）

試 験 栽 培 か ら の 十 二 年 を 想 う ＜ 続 編 ＞

水
は
生
命
　

真
野
川
上
流
と
生
き
る

い

の

ち

2023

2015

1

２

３

2019
4

みなさまへ 
宗夫です。 
自然の恵みの一
方で自然の危険
と厳しさはつね
にあります。人
間の智慧によっ
て自然といかに
共生していくの
かがいま問われ
ています。 
2015/9/20

　２０２
４   特報 


